２０１５年度、育友会・会則
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　２０１５年４月改訂案
会の趣旨：“たとえヘボでも心は熱く！”
（和気あいあいの中にも厳しくルールを守り、互いの信頼のもとにゴルフ道を追求する）
 
 
 
第１条　＜月例会＞
1-1
開催場所：
The Knoll Country Club – West & East 
                                   Knoll & Greenbank Roads
                                    Parsippany, NJ 07054
                                             973-263-7110
      各月、コースはコースのメンバーのスケジュールとの兼ね合いで決まります。
1-2
開催日：月例会は下記の通り行う。
４月第１週土曜日：　４日
５月第１週土曜日：
２日
６月第１週土曜日：
６日
７月第１週土曜日：
１１日（第１週がインディペンダントデイのため）
８月第１土曜日：
１日
９月第２土曜日：
１２日（第１週が今年のベスト３０と重なるため）
１０月第１週土曜日：
３日
１０月第4週土曜日：
２４日（年度末最終戦）
　　　　　　　　　　　
· 同様にスタート時間はメンバーコースなので、基本的には彼らの予約の後。

· １２時頃から：詳細はその都度連絡とする。

１−3
開催日の案内と出欠連絡：

　　　　

開催日の2週間前に年間幹事（事務局の橋本純一）から案内メールが送信される。

前週金曜午後５時までに、必ず全員が出欠の意向を事務局宛に回答する。

 

１−4
会費：月例会費：＄１００～＄１０５（今季の予想参加人数を把握してから決定する。）
（開催場所、参加人数により、月例会費は変動する）
（その他、会の運営費及びグラチャン戦賞金としてとして年会費を徴収する。今季の額は会員数に寄って決める。）

 

１−5
集合：参加者は集合時間（スタートの１時間前）までに月例幹事に月例会費を収めること。（受付はプロショップ奥のホールで。）
これに遅れたり怠った場合、＄１０の罰金を徴収する。

無断欠場した場合は、月例会費と同額を徴収する。
第２条　＜競技方法・表彰内容・受賞資格＞

 

２−１
競技方法
１８ホール・ストロークプレーにて、ネットスコアを競う。

使用ティー：男子はブルー・ティー、女子はレッド・ティー。

但し、ハンディ１５以内の女性には、ホワイ ト・ティー使用の選択肢、並びに６０歳以上の男性シニアには、ホワイト・テー使用の選択肢が与えられる。

　　　　　　　　　

組合せは前回の成績順に上位から３名が順次配され、残り枠に、前回欠席者、新入会員、ゲスト等が充当される。
各組の同伴競技者の中から一人を選出して、遅延プレー等のなきように指導するリーダーとする。
リーダーの選択はその組み合せ内のハンディの少ない人、高年齢の人などを基準にする。
競技終了後は速やかに会合場所で規定のスコア・カードに記入・署名し、同伴競技者１名のアテスト後に月例幹事に提出する。

スコアの誤記、スコア過少申告の場合は本人とアテストをした人の両方が“失格”となる。

失格者のスコアは修正の後、次年度のハンディ計算に用いられる。

２−２
タイブレークの順位決定基準
同一ネットスコアの場合には、

(1) ハンディの少ない人

(2) 後半９ホールのスコアの少ない人

(3) 年齢が上の人の基準を順に適用し、上位とする。

 

２−３
受賞資格基準
連続して２回以上の欠場後の大会では優賞資格を失う。（欠場記録は年度を繰り越さない）

ゲスト及び出場３回未満の仮ハンディ中の新会員は１～３位までの入賞資格を持たず、４位以下に繰り下げとなるが、ニアピンを含むその他の全ての受賞資格を有する。

 

２−４
表彰対象
優勝：＄１００　２位：＄６０　３位：＄４０  　７位＄２０
ベスグロ：＄２０（複数者が出た場合も各々＄２０とする）
ブービー：＄１０

イーグル：＄３０

ホールインワン：＄１００

　　　　　　

２−５
ニアピン・コンテスト
対象はショートホール全 ホールとする。

ホールごとに＄３０が勝者に与えられる。
全員参加でニアピン参加費は月例会費に含まれる。

勝者条件はパー以上を条件とする。

（最短距離保持者がパーであがれなかった場合は賞金は会に寄付となる。用意されたニアピン旗には、コンテスト不成立の場合も含めて、ニアピンを確保した人の氏名を記入し、ピンまでの地点に刺し示しておく）

 

２−６
ドライビング・コンテスト
適当な２ホールを選び、賞金は各＄２０。

設定ホールは、開催日に月例幹事から発表される。

第３条　＜競技ルール＞

 

３−１
基本的にはＵＳＧＡルールと、コースが定めるローカ ル・ルールに従う。

　　　　

３−２
会の特別ルール
いかなるコース・コンディションに於いても、完全ノータッチとし、ＯＫパットなしで、全ホールをホールアウトする。

但し、バンカー内の足跡にボールが静止している場合は、 同伴競技者の認定を得て、ボールがあった地点の砂を均したのちに、同じ地点に置き直すことが出来る。

　　　　

特記：ラウンド中、同一銘柄のボールを使用する必要はなく、ホール間での使用ボールの変更は自由とする。

インプレーのボールの交換はＵＳＧＡルールに準ずる。

使用クラブに関してはUSGAルールに従う。

（一昨年度から、U字型溝のサンドウェッジの使用が禁止 されたが、USGAでは＜特別なトーナメント以外２０２４年まで使用することを可能とする＞とあり、育友会でも使用に関して問題無しの判断とする）

 

３−３
スロープレー撲滅のための特別ルールと罰則（ペナルティー）

　　　　

スロープレーをなくすためには、各組が前組との距離を意識し、ホールの空きができないように努めるしかない。スロープレーの発生は同伴競技者だけでなく、後続競技者ならびにコース全体の迷惑となる。結果として、会の運営を危うくするまでに至ることがあるため、特別ルールと罰則を規定する。
　　　　　
競技者は下記のことを遵守すること。
(1) 前組との距離を考慮したうえで、同伴プレーヤーのボールが自分のボールと離れていて、安全を確認できた場合は、打順に関わらずボールを打つ。

(2) ボールが明らかにOBと判断される場合は、２罰打を加えて、OBと想定される地点からグリーンに近づかず、最も近いフェアウェイにドロップし、速やかにプレーを続行する。また、OBかどうかの判断が困難な場合は、暫定球を打ち、短時間で初めの球探しをするが、見つからない場合はOBであったと判断し、２罰打を加え、グリーンに近づかず、最も近いフェアウェイにドロップし、速やかにプレーを続行する。

(3) 各組の代表は18番ホール終了後、速やかに終了時間を月例幹事に報告する。

前組との時間差が２５分以上の場合は、会長、ルール委員長、 副委員長で状況を考慮し、罰則の対象になるかを裁定する。

第1組目に限っては、時間差の査定が不可能なので、「第１組の前に１ホール以上の空きがある」という第2組目からの報告を判断基準とする。
さらに、プレー時間が(例えば)4時間30分以上掛かっている場合においては、会長、ルール委員長、副委員長の裁定によって、スロープレーが著しい組の全員に２罰打を課すものとする。
参考：落ち葉に絡む秋のシーズンの特別ルール： （２０１３・１０月グラチャン戦に使用）

ボールが、林の中、深いラフ、落ち葉の中などに入って、本来あるはずが見つからない場合、
・ホールに近づかない見失ったと思われる地点の一番近い位置に、一打罰でドロップ。
・もしくはフェアウエイを含むホールに近づかない場所ならどこでも、二打罰でドロップ。

をプレーヤーが選択できる。

ただしOBの場合は、フェアウエイを含むホールに近づかない場所ならどこでも、二打罰でドロップ。
　　　　　　

 

第４条　＜年度末最終戦＞　

 

４−１
競技方式：　
定例の月例会競技に加えて、10月第４土曜日に、年度末最終戦を行う。

競技方法・ルールは月例会と同じとする。

ただし、年間決定戦の有資格者による年間優勝（グラチャン）、年間２位、年間３位を競う決定戦も同時進行する。

 

決定戦の賞金は月例会とは別に、年間優勝（$300）、年間２位（$200）、年間３位 （$100）を授与する。

　　　　　　　　

年間決定戦入賞と月例競技入賞の重複は認める。

 

４−２
年間決定戦の有資格者：　
前年の年間決定戦時の月例会方式３位までの入賞者、及び、本年の１０月度月例会までの各月例会の３ 位までの入賞者。

 　　　 前年の年間決定戦時の月例方式３位までの入賞者は新年度には他の会員と同          様の新ハンディ算出のうえ各入賞者に課せられるハンディ調整を受けその年の年間賞決定戦への参加資格を与えられ一年を戦う。
４−３
複数位の有資格者の扱い：　

各月例会で１位、２位、３位になった人は、年間決定戦の１位部門、２位部門、３位部門に権利を有するが、年間決定戦では、それら複数位の有資格者は、その人にとって最高位の一部門の賞金だけを受領し、下位部門の資格を失う。　

 

年間決定戦のみ連続2回以上欠場の 受賞制限は適用しない。

 

４−４
年度末最終戦における組合せ：　

　　　
組み合わせは年間決定戦の有資格者から始まり、その後に月例会の参加者の組み合わせと続く。

 

第５条　＜月例会幹事の役割＞　

              

前回の月例会の１～３位までの３名が月例会幹事となり、集合時間の２０分前に待機し、協力して下記の任務を遂行する。

　　　　　　

 (１)参加者の出席確認

 (２)月例会費（年会費）の収集

 (３)馬券配布、集金・集計・配当

 (４)コースへの支払い

 (５)スタート前の集合と案内

 (６)競技後のスコア集計と順位の決定

 (７)成績の発表と表彰

 (８)ハンディ調整

 (９)会合費の支払い

 (10)成績、月例収支の事務局への報告

 

第６条　＜ハンディキャップの調整＞

 

６−１
月例会終了時、成績によりハンディの調整を行う。
　　　
アンダーパーは順位にかかわらず現在のハンディからその数を引く。
その後に優勝者は20%,２位は15%,３位は10%を引き、小数点以下を切り捨てる。

入賞成績を上げたものの入賞資格が無く順位を繰下げられた場合でも、その人のハンディは繰下げ前の順位で調整を行なう。

 
６−２
新年度の改訂：

　　　　　　　　

ハンディ算出に必要な出場回数の対象は、前年の４月戦から年度末最終戦までとする。

　　　　　　　　　　

＜新ハンディキャップの計算方式＞

　　　　　　　　

前年の対象スコアのグロススコアの平均からコースのパーを引き、85%を掛け、小数点以下を切り捨てる。
　　　　　　　　

(注釈)

平均の算出の対象スコア数：

出場回数が６回以上はベストスコアから3個、

出場回数が４回か５回の場合はベストスコアから2個、

出場回数が３回以下はベストスコア１個とする。

　　　　　　　　

当方法にて算出された新ハンディよりも少ない値を希望し申告する人は、事務局に申告し、許可を受ける。

 
６—３Knoll Eastの場合のハンディキャップの補正 （２０１４３月３１日）

ハンディキャップ委員長さん：小山さんから以下の提示がありました。今後Eastコースを使用する場合はこれを当てはめます。

Knoll Eastのコースレートは、WestのBlueやWhiteティに比べて大幅に易しく、Redに比べて大幅に難しくなりますので、下記のHDCP補正を行います。（昨年と同様です）
一般：自分のHDCPから４を引く
シニア：自分のHDCPから２を引く
レディス：自分のHDCPに２を加える
新規入会の方の正式HDCP計算を行う場合
Knoll Eastのスコアに、
HDCP補正で使った数字を加えたスコアを使う。
即ち、一般は＋４、シニアは＋２、レディースは－２。

２つのスコアのうちベストの方から72を引き、0.85を掛ける。
今回のTargetスコアを72にしていますので、Parを引くのではなく、72を引く。
入賞者の新HDCP
Par70として、アンダーパー分を引いて（レディスのParは70でないかも知れませんが、Par70として下さい）、順位に応じてオリジナルのハンディキャップに0.8, 0.85, 0.9を掛ける。

第７条　＜新会員・ゲスト＞

　　　　　　　　　　

7-1
新会員・ゲストともに１～３位の入賞を除く全ての受賞資格が与えられる。従って、事務局は良識的なハンディの申告を要望する。

ゲストは１会員に付き2名までの招待を原則とし、参加枠に空きがない場合には出場を辞退頂くことがある。

組合せは事務局に一任され、慣例的に処理されるが、特に紹介者と同伴の希望がある場合には、事務局の判断にゆだねる。

　

7-2
新会員のハンディ：

　　　　　　　　
入会後2回のベストスコアからコースのパーを引き８５％を掛け、小数点以下を切り捨てたものを正式ハンディとする。
但し、ハンディー取得後の月例会で、過多のアンダーパーが出て入賞しても、—３（スリーアンダー）を限度として裁定する。また、ハンディ調整では、すべてのアンダーパー分を差し引いてから、正規の調整を行う。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ゲストとして参加し、プレー後に入会した場合、その日のプレーを入会1回目のプレーと認めるが、過去のプレーは認めない。

入会後2回までは、本人申告を紹介者が査定し、事務局が認知した仮ハンディとし、競技に参加する。

第８条　＜馬券＞

 

8-1
方法：連勝複式で1位2位の2名を選び、会の所定用紙に記入し月例幹事に提出する。

参加は義務。場外馬券も認める。

出場者は３口購入を義務とし、それ以上の口数は任意で無制限となる。

 

8-2
金額：　１口は＄２とする。

 

8-3
報酬：　馬券売上合計の2割を会に寄付し、残額を的中者に均等配分する。

 

8-4
繰越：　的中者の無い場合は2割を会に寄付後、残額を次月の配当金に上積みる。

複数回の繰越や年度をまたがる繰り越しの場合には、 事務局にて配当金額を調整することがある。
（注釈１）
勝馬の対象は正式ハンディをも持つ出場会員。

（注釈２）
２回以上連続欠席者、ゲスト及び仮ハンディ中の新会員は勝馬対象にはならないが、馬券購入の義務は負う。

 
第９条　＜附則＞

（１）会の運営にかかる費用は、個人の負担にならないよう随時会費で賄う。

（２）会費の余剰金との兼ね合いで運営に余裕が生じた場合は、毎月の飛賞、並びに、年間皆勤参加者に対して皆勤賞、さらに特別還付金賞を設ける。
（２００９、２０１０、２０１１、２０１２、２０１３，２０１４年度には上記　　　　　　　　３賞の授与を実施）
第１０条　＜役員＞

 

会の運営を円滑にするため以下の世話役を置く。

　　　　　　　

会長：山本竜也（会の統括と各種裁定の最終責任者）
副会長兼ハンディ委員：篠崎潔（会長の補佐とハンディの調整）

ルール委員長：廬孝應（競技ルール及びエチケットの指導、判定）

監査：斉藤幸二（規約の監修、ルール・競技方法に関する補佐）

総務：鮫島葉子（コースとの折衝など会長の補佐。ニヤピン、ドラコンの旗、スコア集の準備などの月例幹事の補佐）

会計：長久聖（会の収支全般の責任者）

ホームページ管理＆記録係指南役：村居万亀子（ボランテア）
事務局：橋本純一 （月例会通知、出欠確認、組合せ、結果の記録、配布）

 
２０１０年３月２１日改訂（責任者：橋本純一）

２０１０年３月２８日改訂（責任者：深田克己）

２０１０年６月１４日改訂（責任者：橋本純一）

２０１０年１０月８日改訂（責任者：橋本純一）

２０１０年１２月８日改訂（責任者：橋本純一・宮本巌）
２０１１年３月０１日改訂（責任者：橋本純一・山本竜也）

２０１２年３月２２日改訂（責任者：橋本純一・宮本巌）
２０１３年３月２３日改訂（責任者：橋本純一）

２０１３年１０月２７日改訂（責任者：橋本純一）

２０１４年３月７日改訂（責任者：橋本純一）

２０１４年４月４日改訂（責任者：橋本純一）

２０１５年３月１日改訂（責任者：橋本純一）
